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研究開発の成果

平成２７年度採択 高周波減圧プラズマを用いた多段設備と金属ナノ粒子インクの
低温回路形成技術の開発

株式会社電子技研（大阪府) 主たる技術：材料製造プロセス技術
回路基板の新製造技術として期待されるプリンタブルエレクトロニクス技術には、印刷回路を導電化する
際に高温処理が必要なため樹脂フィルム上での回路形成ができないという課題がある。
本プロジェクトでは、課題を解決する回路低温焼結プラズマ技術および従来真空設備と比較して低コスト
高処理能力を実現する多段プラズマ設備を開発試作した。

■多段設備開発
・同一電源４段同時放電プラズマ設備を開発
（低コスト化、高処理能力化、省フットプリント化に成功）

■プラズマ焼結低温回路形成技術開発
・ＰＥＴフィルム上で銅ナノインク低温回路焼結技術を開発
（１００℃以下、比抵抗１０-5Ω･cm台を達成）

当該研究開発の連絡窓口
所属・氏名：㈱電子技研 製造部開発Ｇ 小泉剛
E-mail：t.koizumi@denshigiken.co.jp
電話番号：072-943-2006

プラズマ焼結低温回路形成技術開発

４段同時放電プラズマ設備開発
多段プラズマ設備 ４段同時放電チャンバー

100μ幅配線ﾊﾟﾀｰﾝ 川下ﾕｰｻﾞｰ評価ﾊﾟﾀｰﾝ

◎低コスト高処理能力多段プラズマ設備の開発試作を達成

◎PETﾌｨﾙﾑ上低温焼結技術開発，比抵抗10-5Ω台達成
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